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● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ８月１日現在人口：71,887人  前月比  －2人
 　　　　　　　　　   男 36,751人　女 35,136人
　　　　　　　　　 世帯数：35,565
　　　　　　　　　 人口密度：14,095人／km２

2009/平成21年
わらび・695

タイヤぶらんこなんて初めて
塚越地区で初のプレーパーク
　東公民館の主催で、８月25日の
塚越公園は、自由な外遊びが楽し
めるプレーパークに早変わり。タ
イヤやダンボール、ロープなどを
使って遊び放題です。「もっと押
して」、「目が回る～」と、タイヤぶ
らんこに熱中する子どもたちなど
で、１日中、大いににぎわいました。
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こ
と
を
願
う
「
２
０
０
９
年
国
際
青
少
年
キ
ャ

ン
プ
in
わ
ら
び
」
は
、
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・

エ
ル
ド
ラ
ド
郡
と
、
友
好
都
市
ド
イ
ツ
・
リ
ン

デ
ン
市
と
の
３
か
国
同
時
交
流
と
し
て
、
７
月

30
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

エ
ル
ド
ラ
ド
と
リ
ン
デ
ン
の
皆
さ
ん
を
歓
迎

す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
、

蕨
の
歴
史
に
触
れ
る
市
内
散
策
や
自
然
の
中
で

の
キ
ャ
ン
プ
交
流
、
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
記

念
博
覧
会
の
見
学
な
ど
を
通
じ
、
お
互
い
の
触

れ
合
い
を
深
め
て
い
っ
た
青
少
年
た
ち
。
８
月

８
日
の「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」で
は
、
涙
を

こ
ら
え
、
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

青少年の心に刻まれた
～友情のきずな～

青
少
年
た
ち
が
国
際
的
な
視
野
と
理
解
を

広
げ
、
世
界
平
和
へ
の
懸
け
橋
と
な
る

長
野
県
川か

わ

上か
み

村
の
「
信
濃
わ
ら
び
山
荘
」
を
舞

台
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
プ
は
、
友
情
の
き
ず
な

を
青
少
年
の
心
に
深
く
刻
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

８
月
３
日
、
キ
ャ
ン
プ
初
日
。
こ
の
日
か
ら

交
流
事
業
に
参
加
の
川
上
村
と
「
ふ
れ
あ
い
交

流
協
定
」
を
結
ぶ
、
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
の
青
少
年

が
、
蕨
か
ら
や
っ
て
来
る
一
行
を
山
荘
で
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
総
勢
60
人
を
超
す
参
加
者

で
入
村
式
が
開
か
れ
、
キ
ャ
ン
プ
は
盛
大
な
幕

開
け
に
。
そ
の
後
の
自
由
時
間
で
は
、
青
少
年

み
ず
か
ら
サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
、

お
互
い
の
名
前
を
知
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。

　

夕
食
後
の
お
化
け
大
会
で
は
、
各
国
混
合
の

グ
ル
ー
プ
が
、
不
気
味
な
夜
の
山
道
を
散
歩
。

悲
鳴
や
笑
い
声
も
飲
み
込
む
暗
闇
の
な
か
で
、

お
互
い
の
心
の
距
離
を
縮
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
の
午
前
は
、
高た

か

登と

谷や

山さ
ん

へ
、
ハ
イ

キ
ン
グ
。
足
場
の
悪
い
場
所
で
は
、
お
互
い
に

文
化
や
習
慣
の
異
な
る
青
少
年
た
ち
の
心

を
一
つ
に
し
た
11
日
間
。
な
か
で
も
、

手
を
取
り
、
助
け
合
い
な
が
ら
登
る
姿
も
。
そ

し
て
、午
後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
支
度
。ま
き
割

り
や
火
お
こ
し
に
も
挑
戦
で
す
。
カ
レ
ー
や
焼

き
そ
ば
な
ど
、
全
員
が
協
力
し
て
作
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
は
計
11
品
。あ
っ
と
い
う
間
に
完
食
で
す
。

　

夜
は
各
地
域
の「
お
国
自
慢
発
表
会
」。生
ま
れ

育
っ
た
ま
ち
の
紹
介
を
は
じ
め
、
二
人
羽
織
や

ダ
ン
ス
、
歌
な
ど
得
意
な
も
の
を
披
露
。
蕨
の

参
加
者
に
よ
る「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」は
、

大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
８
月
５
日
は
、
山
荘
近
く
の
芝
生

で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
４
つ
の
混
合
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
デ
カ
パ
ン
競
争
や
ム
カ
デ
競
争
な
ど
で

順
位
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
最
下
位
の
チ
ー
ム

は
優
勝
チ
ー
ム
に
顔
を
落
書
き
さ
れ
る
と
い
う

罰
ゲ
ー
ム
も
あ
っ
て
、
み
ん
な
必
死
。
各
チ
ー

ム
が
一
丸
と
な
っ
て
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
日
本
の
文
化
紹
介
。
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
折
り
紙
を
折
っ
た
り
、筆
で
自
分
の
名
前

を
書
い
て
み
た
り
と
、和
や
か
な
ひ
と
と
き
に
。

　

日
が
沈
み
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
こ
ろ
に
始

ま
っ
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。
大
き
く
燃
え

上
が
る
炎
を
囲
み
な
が
ら
の
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど

で
気
分
は
最
高
潮
。
最
後
に
み
ん
な
で
踊
っ
た

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」
は
、
３
つ
の
国
の

結
び
つ
き
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
最
終
日
の
８
月
６
日
。
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
た
各
地
域
の
名
前
を
刻
ん
で
こ
の
地

に
立
て
た
「
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
」
の
看
板

に
、
み
ん
な
の
再
会
を
固
く
誓
っ
て
山
荘
を
後

に
す
る
青
少
年
た
ち
。
国
や
地
域
を
越
え
、
心

の
交
流
を
大
き
く
は
ぐ
く
ん
だ
山
荘
で
の
経
験

が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
切
り
開
く
力
、
そ
し

て
、未
来
に
平
和
を
つ
な
ぐ
、新
た
な
力
の
輪
を

芽
生
え
さ
せ
て
く
れ
た
４
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　7月30日～8月9日に ｢2009年国際青少年キャン
プinわらび｣ を開催。ここ２､ ３㌻では､ 13歳か
ら17歳までの青少年たちが、言葉の壁を乗り越え、
心と心の交流を深めた様子を写真でご紹介します。

市制施行50周年記念事業
2009年国際青少年キャンプinわらび

アメリカ・
エルドラド郡

蕨市
群馬県片品村
長野県川上村

ドイツ・
リンデン市
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→11日・12日 午前9時半～午後3時半 25㍍のキンギョすくいほか 大人400円・子ども100円 詳細＝同館（羽生市三田ケ谷751-1 ☎048・565・1010）■さいたま水族館／①水の中の動物園 10月３日～12月６日 午前９時半～午後５時 形や模様が動物に似た魚大集合 ②わくわく公園祭り 10月→

　

大
き
な
松
の
木
が
そ
び
え
立
つ
、

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
園
。
中
庭

か
ら
は
、
暖
か
い
日
の
光
が
ロ
ビ
ー

を
照
ら
し
ま
す
。そ
し
て
、あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
聞
こ
え
る
笑
い
声
…
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
、
60
歳
以
上

の
か
た
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

る
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘

（
塚
越
５
丁
目
）は
、
昭
和
60
年
の
開

設
以
来
、生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
作

り
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

16
の
団
体
が
活
動
す
る
、
カ
ラ
オ

ケ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
健
康
体
操
や

卓
球
、習
字
や
民
舞
踊
な
ど
の
ほ
か
、

初
め
て
の
か
た
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
「
お
友
達
と
顔
を
合
わ
せ
て
、い
っ

し
ょ
に
体
を
動
か
す
の
が
楽
し
み

で
」と
話
す
の
は
、健
康
体
操
ク
ラ
ブ

（
上
写
真
）の
皆
さ
ん
。「
元
気
の
秘
け

つ
は
、大
き
な
声
で
歌
う
こ
と
か
な
。

ワ
ハ
ハ
」
と
、
利
用
者
最
高
齢
の
加か

藤と
う

庄し
ょ
う

司じ

さ
ん
91
歳
（
右
下
写
真
）。

そ
し
て
、な
ん
と
い
っ
て
も
、教
室
の

合
間
に
い
た
だ
く
お
茶
と
、
仲
間
と

の
会
話
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
共
通

の
楽
し
い
ひ
と
と
き
。こ
こ
、け
や
き

荘
は
、
訪
れ
た
人
を
元
気
に
し
て
く

れ
る
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

仲間と過ごす 笑顔あふれる空間
～元気の源は、学び合い、触れ合い、楽しむこと～

老人福祉センターけやき荘

きれいな庭園を眺めながらのお茶やお
しゃべりは格別。そんないやしの空間
に色どりを与えてくれる花々。手入れ
をしてくれているのは大石利夫さん（右
写真左）。いっしょに花を育ててくれる、
「みどりのボランティア」を募集しています

書道・ペン習字の教室は、楽しむこ
とをモットーに活動。教室の中
もにっこり笑顔がいっぱいです。
廊下にはられた作品に、通りが
かる人も思わず立ち止まります

第16回塚越地区生涯学習フェスティバル
けやき荘会場の催し

　●展示コーナー／25日～27日 午前10時～午後４時　俳句、
書道ペン習字､ 水墨画､ 折り紙､ 俳画、手芸など ●催し物／
25日 午前10時　健康体操、手話ダンス､民舞踊　26日 午前10
時　茶道（野点）､民謡、童謡唱歌､詩吟、社交ダンスなど　27日 午
前９時半 カラオケ発表会 問い合わせ＝けやき荘（☎441･0705）

高齢者特集

「はい、大きく声を出しながら手を前に～」。笑顔で汗を流す、健康体操教室の皆さん

いぶし銀の美声を聞かせてくれます社交ダンスも盛んです運動をしながら、世間話に花を咲かせます

着物姿がすてきです

会場は真剣そのもの

夕
焼
け
小
焼
け
で

日
が
暮
れ
て

山
の
お
寺
の鐘

が
鳴
る

お
て
て
つ
な
い
で

み
な
帰
ろ
う

明
日
も
ケ
ヤ
キ
で

会
い
ま
し
ょ
う
♪
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●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65

歳
以
上
で
自
宅
に
お
ふ
ろ
の

な
い
人
か
、
70
歳
以
上
で
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人　

毎

月
４
回
分
（
７
・
８
月
は
６

回
分
）
の
公
衆
浴
場
の
入
浴

券
（
１
０
０
円
の
自
己
負
担

あ
り
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／

70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
年
５
回
分
、
理

美
容
の
割
引
券
を
差
し
上
げ

ま
す
。
自
己
負
担
あ
り
。

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援

サ
ー
ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ

る
高
齢
者
が
専
用
端
末
機
を

携
帯
す
る
こ
と
で
、
家
族
が

本
人
の
居
場
所
を
確
認
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽

減
助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密

着
型
の
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
の
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
に
、
利
用
者

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護

保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
認
定
を
受
け
て
い
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利

用
し
て
い
な
い
人
を
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
家
族
に
、
年
額

10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60

歳
以
上
の
人
と
同
居
し
て
い

る
か
、
こ
れ
か
ら
同
居
を
し

よ
う
と
す
る
人
が
、
高
齢
者

専
用
の
居
室
を
備
え
た
住
宅

を
建
築
す
る
際
の
資
金
融
資

を
あ
っ
旋
し
、
利
子
を
全
額

助
成
し
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
障

料
助
成
／
70
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
か
、
配
偶
者
の
一
方

が
70
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
で
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
、

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
借

り
る
と
き
に
保
証
人
を
確
保

で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
す

る
場
合
に
、
初
回
保
証
料
の

２
分
の
１
（
３
万
円
ま
で
）

を
助
成
し
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成

／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

給
付・助
成・融
資
な
ど

　

先
日
、
厚
生
労
働
省
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
期
に
入
っ
た
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
、

学
校
な
ど
で
の
集
団
感
染
の

事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

蕨
市
で
は
、
５
月
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
危
機
対
策

本
部
を
設
置
し
、
相
談
窓
口

の
設
置
や
情
報
の
収
集
・
提

供
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど

の
備
品
整
備
、
公
共
施
設
へ

の
消
毒
液
設
置
な
ど
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
秋
に
向
け
て
更
に

感
染
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
た
い

せ
つ
な
こ
と
は
、
各
家
庭
に

お
い
て
、
手
洗
い
、
う
が
い

の
徹
底
、
睡
眠
や
栄
養
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
取
る
、
せ
き
・
く

し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
と
き

は
外
出
を
控
え
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
人
に
う
つ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
予
防
を

徹
底
す
る
こ
と
で
す
。
学
校

で
の
集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

毎
日
、
登
校
前
に
検
温
し
、

健
康
観
察
票
を
提
出
し
て
も

ら
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
中

の
か
た
や
乳
幼
児
、
ぜ
ん
息

や
糖
尿
病
な
ど
基
礎
疾
患
の

あ
る
か
た
は
重
症
化
し
や
す

い
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
注

意
が
必
要
で
す
。
行
政
と
し

て
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す

が
、
家
庭
で
の
予
防
の
徹
底

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

新型インフルエンザに
対する予防の徹底を

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は３日、
10月は１日
　午後１時
～５時　ご
希望のかた
は、秘書広
報課（☎433・
7701）へ。
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ご利用ください 福祉事業 ･ 制度
　厚生労働省がまとめた平成
20年の日本人の平均寿命は、
女性が86.05歳、男性が79.29
歳で、過去最高を更新しまし
た。市では､ 皆さんが元気に
暮らせるよう､ 各種事業を進
めています｡ここ６､７㌻で
は、高齢者の皆さんに役立つ
福祉の事業や制度などをご紹
介します｡ ご利用ください。

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現

在
で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１

年
以
上
住
ん
で
い
る
左
表
の

年
齢
の
人
に
お
祝
い
金
を
お

贈
り
し
ま
す
。

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

    99歳以上 50,000円

か
、
配
偶
者
の
一
方
が
70
歳

以
上
の
夫
婦
世
帯
で
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
が
、
民

間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、
①

月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未

満
の
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
は
、月
額
６
０
０
０
円
、

②
月
額
３
万
円
以
上
６
万
円

以
下
の
家
賃
を
支
払
っ
て
い

る
人
は
月
額
１
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅

改
修
費
を
助
成
／
手
す
り
の

取
り
付
け
や
段
差
解
消
、
扉

や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の

改
修
。
対
象
＝
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人 

①
65
歳
以

上
の
在
宅
高
齢
者 

②
介
護

保
険
制
度
で
要
介
護
・
要
支

援
に
該
当
し
な
い
人　

③
世

帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税 

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分

の
２
で
上
限
は
10
万
円
。

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者

負
担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
中
の
市
民
税
非

課
税
世
帯
で
生
計
が
困
難
な

人
（
条
件
あ
り
）
に
利
用
者

負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65

歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税
の

人
で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消

毒
な
ど
を
す
る
こ
と
が
困
難

　

と
き
＝
19
日（
土
） 

午
前
の

部（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）

／
錦
町
・
南
町
全
地
区
・
中
央

１
、２
、６
、７
丁
目
地
区 

午

後
の
部
（
午
後
２
時
半
～
４

時
半
）
／
塚
越
・
北
町
・
中
央

３
、４
、５
丁
目
地
区　

と
こ

ろ
＝
市
民
会
館 

対
象
＝
77

歳
以
上
（
昭
和
７
年
９
月
30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
内

容
＝
式
典（
長
寿
者
表
彰
、お

祝
い
の
言
葉
な
ど
）
蕨
少
年

少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
や
、

塚
越
５
丁
目
お
は
や
し
の
会

の
演
舞
な
ど 

詳
細
＝
介
護

保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

な
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
に
毎
月
１
回

（
11
月
～
３
月
は
月
２
回
）

寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま
す
。

た
だ
し
、
寝
具
の
洗
濯
は
年

１
回
と
な
り
ま
す
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以

上
の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世

帯
な
ど
で
、
食
事
の
用
意
を

す
る
の
が
難
し
い
場
合
、
１

食
４
０
０
円
で
温
か
い
夕
食

を
お
届
け
し
ま
す
。

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／

介
護
保
険
の
要
介
護
４
か
５

の
認
定
を
受
け
た
寝
た
き
り

の
人
に
、
自
宅
で
利
用
で
き

る
割
引
券
を
配
布
し
ま
す
。

消
火
器
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
65
歳
以
上
の
人
に
、
購
入

費
の
一
部
か
全
額
を
補
助
し

ま
す
。
所
得
税
非
課
税
の
人

は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
歩
行
補
助
づ
え
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必

要
な
65
歳
以
上
の
人
。

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す

／
65
歳
以
上
の
人
で
、
常
時

お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
人
か
、
常
時
お
む
つ
が

必
要
で
寝
た
き
り
の
人
。

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65

歳
以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り

暮
ら
し
の
人
の
お
宅
に
、
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
直
結
し

た
専
用
の
機
器
を
設
置
し
、

緊
急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
や
救
急
車
の

要
請
、
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

生
活
用
具
の
給
付・貸
与

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の

補
助
／
日
常
生
活
で
電
磁
調

理
器
、
火
災
警
報
器
、
自
動

充
実
し
た
毎
日
を

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
①

松
原
会
館
（
錦
町
３
丁
目
）

と
②
け
や
き
荘
（
蕨
市
塚
越

５
丁
目
）
は
市
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
人
が
利
用
で
き
ま

す
。
健
康
体
操
や
俳
句
な
ど

の
講
座
で
教
養
を
広
げ
な
が

ら
、友
達
作
り
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
①
同
館
（
☎

433
・
６
５
４
２
）
②
介
護
保

険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

●
老
人
憩
い
の
家
／
交
流
プ

ラ
ザ
さ
く
ら
内
に
あ
る
「
み

つ
わ
苑
」（
南
町
２
丁
目
）
は

60
歳
以
上
の
人
が
利
用
で
き

ま
す
。
囲
碁
・
将
棋
の
で
き

る
娯
楽
室
な
ど
が
あ
り
、
多

く
の
催
し
も
開
か
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
＝
交
流
プ
ラ
ザ
さ

く
ら（
☎
432
・
７
２
７
１
）

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
人
が
入
会
で

き
ま
す
。
市
内
に
は
29
の
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

入
会
は
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
／
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
人
の
就
業
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
会
員
制
。
問
い
合
わ

せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
433
・

０
９
６
２
）

介
護
予
防
・
健
康

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

／
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

予
防
対
策
を
は
じ
め
、
保
健

師
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
な
ど
が
中
心
と

な
り
、介
護
・
福
祉
・
医
療
・

権
利
擁
護
な
ど
の
支
援
を
し

ま
す
。
業
務
内
容
＝
総
合
相

談
・
支
援
、
権
利
擁
護
、
介

護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど　

▼
生
活
機
能
評
価

（
無
料
）
／
対
象
＝
昭
和
19

年
３
月
31
日
以
前
の
生
ま
れ

で
、
現
在
、
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
人 

受

診
期
間
＝
10
月
31
日
ま
で 

と
こ
ろ
＝
指
定
医
療
機
関

（
詳
し
く
は
、
お
配
り
し
た

受
診
券
を
御
覧
く
だ
さ
い
） 

▼
実
践
認
知
症
予
防
講
座
／

脳
内
活
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
だ

れ
で
も
で
き
て
笑
い
た
っ
ぷ

り
～ 

と
き
＝
10
月
29
日
～

11
月
19
日 

毎
週
木
曜
日 

午

後
１
時
半（
全
４
回
） 

対
象
＝

65
歳
以
上
の
人 

30
人 

北
町
公

民
館 

問
い
合
わ
せ
＝
同
セ

ン
タ
ー
（
☎
434
・
６
７
２
１
）

お
出
か
け
く
だ
さ
い

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

と
き
＝
16
日
～
20
日
の
正

午
ま
で　

と
こ
ろ
＝
中
央
公

民
館
60
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が

ご
自
身
で
作
成
し
た
書
道
、

俳
句
、
絵
画
、
写
真
な
ど
を

多
数
展
示
。
詳
細
＝
介
護
保

険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

と
き
＝
７
日
（
月
） 

午
前

10
時
（
午
前
９
時
か
ら
整
理

券
を
配
布
） 

内
容
＝
マ
ッ
サ

ー
ジ
師
が
１
人
15
分
程
度
実

施　

対
象
＝
60
歳
以
上　

定

員
＝
50
人　

無
料　

と
こ

ろ
・
問
い
合
わ
せ
＝
松
原
会

館（
☎
443
・
６
５
４
２
）

●
趣
味
の
高
齢
者
作
品
展

●
塚
越
プ
ラ
チ
ナ
学
園

　

仲
間
を
作
っ
て
楽
し
く
学

ぶ
場
。 

と
き
＝
第
１
、第
３
月

曜
日 

午
後
１
時
半
～
３
時

と
こ
ろ
＝
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
け
や
き
荘 

対
象
＝
65
歳
以

上 

年
間
１
５
０
０
円 

申
し

込
み
＝
東
公
民
館
に
あ
る
申

込
書
と
参
加
費
を
添
え
て
直

接
同
館（
☎
442
・４
０
５
２
）へ
。

申し込み･問い合わせ
介護保険室（☎433・7756）みずほ公園（南町）でゲートボールを楽しむ皆さん
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夏の風物詩「機まつり」

愛・夢・希望育てる祭り

まちをあげて防災演習

ダンボールのロボット
　

８
月
７
日
、
錦
町
児
童
館

で
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
で
作
る
「
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
児
童
23
人

は
、
色
を
塗
っ
た
り
、
紙
で

か
た
ど
っ
た
花
や
星
な
ど
を

付
け
た
り
し
て
、
自
分
だ
け

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
製
。
完
成

後
は
一
人
ず
つ
発
表
し
、
み

ん
な
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平和願うとうろう作り
　

７
月
31
日
、
市
民
公
園
を

会
場
に
、「
平
和
の
灯と

う

篭ろ
う

作

り
」
が
東
公
民
館
の
主
催
で

開
か
れ
ま
し
た
。「
戦
争
の
な

い
社
会
」、「
み
ん
な
仲
よ
し
」

な
ど
、参
加
者
の
約
50
人
は
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
手
作
り
と
う

ろ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
、

「
だ
れ
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
世
界
」を
祈
り
な
が
ら
、ろ

う
そ
く
を
と
も
し
ま
し
た
。

　

駅
西
口
駅
前
通
り
を
主
会

場
に
、
８
月
６
日
か
ら
４
日

間
、「
第
59
回
機
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
、
28
万
人
が
七
夕

飾
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
恒

例
の
手
踊
り
行
進
や
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
の
歌
や
ダ
ン
ス
な

ど
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
ほ

か
、
市
制
50
周
年
を
記
念
し

て
、
全
小
学
校
が
箱
飾
り
を

出
品
し
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

８
月
23
日
、第
二
中
学
校
で
、

総
合
防
災
演
習
が
開
か
れ
ま

し
た
。
震
度
６
の
地
震
を
想

定
し
て
、
避
難
訓
練
や
消
火

訓
練
、
放
水
訓
練
な
ど
25
種

目
が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ

れ
、
参
加
し
た
１
２
５
０
人

は
、
日
ご
ろ
の
備
え
と
、
地

域
で
の
助
け
合
い
の
た
い
せ

つ
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
を
主
会
場
に
、

サ
マ
ー
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、第
43
回
青
少
年
ま
つ
り

が
、８
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
ご
ろ
青
少
年
の
健

全
育
成
を
進
め
る
25
団
体
の

協
力
の
下
、キ
ン
ギ
ョ
す
く
い

や
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
、
太
鼓

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ

た
約
４
０
０
０
人
は
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
青
少
年
健
全
育
成
を
す

す
め
る
蕨
市
民
大
会
」
が
７

月
25
日
、
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、

毎
年
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

が
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
市

民
総
ぐ
る
み
で
、
青
少
年
健

全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
制
施
行
50
周

年
を
記
念
し
て
、「
わ
ら
び

子
ど
も
宣
言
」
を
制
定
。
宣

言
文
は
、
市
内
７
つ
の
小
学

校
の
代
表
者
、
各
２
名
が
元

気
に
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
よ
う
な
蕨
の
子
ど

も
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
子

ど
も
の
誓
い
と
「
こ
の
よ
う

な
蕨
の
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
大
人
の
願
い

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

が
込
め
ら
れ
た
こ
の
宣
言
。

蕨
の
近
代
教
育
の
礎
を
築
い

た
先
人
の
教
え
を
基
に
、
未

来
を
担
う
蕨
の
子
ど
も
た
ち

が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

育
ち
、
社
会
の
模
範
と
な
る

人
格
を
は
ぐ
く
め
る
よ
う
、

市
で
は
「
わ
ら
び
子
ど
も
宣

言
」
を
た
い
せ
つ
に
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未来を担う子どもたちの
「わらび子ども宣言」

一　

人
に
優
し
く　

相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
す

二　

あ
り
が
と
う　

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
す

三　

将
来
の
た
め
に
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
し
ま
す

四　

将
来
の
た
め
に
す
す
ん
で
学
び
ま
す

五　

み
ん
な
と
仲
良
く
し　

友
達
の
輪
を
広
げ
ま
す

六　

命
を
大
切
に
し　

心
も
体
も
た
く
ま
し
く
な
り
ま
す

七　

わ
ら
び
の
未
来
を
私
た
ち
が
つ
く
り
ま
す

〈65〉

目
指
し
て
い
ま
す
。
公
共
公

益
施
設
は
、
そ
ん
な
温
か
な

触
れ
合
い
を
生
み
出
す
重
要

な
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

１
階
部
分
は
主
に
公
民
館

施
設
と
な
り
ま
す
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
も
利
用
で
き
る

集
会
室
や
、
茶
の
湯
も
楽
し

め
る
和
室
な
ど
、
学
び
や
集

い
に
欠
か
せ
な
い
部
屋
が
整

備
さ
れ
る
ほ
か
、
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
が
見
渡
せ
る
よ
う
な
、

オ
ー
プ
ン
感
覚
の
調
理
室
な

ど
を
備
え
る
予
定
で
す
。

　

２
階
部
分
は
働
く
女
性
や

共
働
き
家
庭
な
ど
、
子
育
て

中
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
民

間
運
営
の
保
育
所
で
す
。
駅

を
利
用
し
て
通
勤
す
る
人
た

ち
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
く
、

２
階
に
配
置
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
性
も
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
保
育
所
と
し
て
の

運
営
が
始
ま
る
の
は
、
平
成

23
年
４
月
か
ら
の
予
定
で
す
。

　

３
階
部
分
は
、
最
大
定
員

１
８
０
人
の
舞
台
を
備
え
た
、

市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
な

ど
の
発
表
の
場
と
し
て
活
用

で
き
る
文
化
ホ
ー
ル
で
す
。

基
本
的
に
は
、
有
料
の
貸
し

出
し
施
設
と
し
て
、
音
響
や

照
明
な
ど
の
設
備
を
整
え
、

演
劇
や
音
楽
発
表
会
な
ど
の

で
き
る
ホ
ー
ル
と
し
て
整
備

を
す
る
予
定
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
活
動
の
幅
が
更
に

広
が
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
屋
上
は
緑
豊
か

な
保
育
所
専
用
の
庭
と
し
て

活
用
す
る
計
画
で
す
。
駅
の

そ
ば
に
あ
り
な
が
ら
、
太
陽

の
下
で
安
全
に
、
安
心
し
て

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
広
場
と

な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や

生
涯
学
習
な
ど
の
多
様
な
活

動
を
応
援
す
る
公
共
公
益
施

設
。
皆
さ
ん
か
ら
の
す
て
き

多
様
な
市
民
活
動
支
援

駅
西
口
公
共
公
益
施
設
の
愛
称
募
集

　

蕨
駅
西
口
地
区
７
番
街
区

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
だ
れ
も

が
利
用
で
き
る
３
階
建
て
の

公
共
公
益
施
設
（
上
下
イ
メ

ー
ジ
図
を
参
照
）
が
、
来
年

10
月
に
誕
生
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
こ
の
公

共
公
益
施
設
の
愛
称
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
の
要
領
は
最
後
に
ご

案
内
す
る
こ
と
に
し
て
、
ま

ず
は
、
皆
さ
ん
に
す
て
き
な

愛
称
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
、
施

設
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

再
開
発
に
よ
り
生
ま
れ
変

わ
る
７
番
街
区
は
「
た
た
ず

む
」
が
テ
ー
マ
。
幅
広
い
世

代
の
人
た
ち
が
触
れ
合
い
、

そ
の
な
か
で
、
新
し
い
発
見

や
出
会
い
が
生
ま
れ
、
こ
の

場
所
に
ず
っ
と
居
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
を

　

来
年
1₀
月
、駅
西
口
に
３
階
建
て
の
公
共
公
益
施
設
が
完
成
す
る
予
定
で
す
︒ま
ち
の
顔
と
し
て

多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
活
気
に
満
ち
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
、施
設
の
愛
称
を
皆
さ
ん
か
ら
大
募
集
︒す
て
き
な
名
前
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

施
設
は
来
年
10
月
開
設

リポート　そこが知りたい

な
愛
称
を
た
く
さ
ん
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
条
件
＝
①
市
民
の
皆

さ
ん
に
覚
え
や
す
く
親
し
み

や
す
い
も
の　

②
漢
字
・
ひ

ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
の
い
ず

れ
か
を
使
用　

③
字
数
制
限

な
し　

④
コ
ン
セ
プ
ト
記
載

⑤
自
作
で
未
発
表
の
作
品

（
著
作
権
は
蕨
市
に
帰
属
）　

応
募
＝
30
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

職
業（
学
校
名
）、電
話
番
号
、

作
品
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
記
入

の
上
、
は
が
き（
必
着
）か
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
（
１
人
３
点
ま
で
応
募

可
）　

発
表
＝
受
賞
者
に
は
、

12
月
末
ま
で
に
通
知

※
賞
金
あ
り
。採
用
作
品
は
、

『
広
報
蕨
』
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

応
募
先
・
詳
細
＝
政
策
企
画

室（
中
央
５
︱

14
︱

15　

緯
433
・

７
６
９
８　
捌
432
・７
９
９
２

Ｅ
メ
ー
ルseisaku@

city.
w

arabi.saitam
a.jp

）

※
応
募
者
の
作
品
、
氏
名
、

住
所
な
ど
の
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
作
品
選
定
な

ど
の
目
的
以
外
に
は
、
い
っ

さ
い
使
用
し
ま
せ
ん
。

人
が
触
れ
合
う
拠
点
に

募
集
は
今
月
30
日
ま
で

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

︹
参
加
し
ま
せ
ん
か
︺

▼
カ
ン
フ
ー（
中
国
武
術
）体
験　

10
月
３
日
・
10
日　
午
前
11
時　
市

民
体
育
館　

４
歳
～
12
歳
（
親
子

の
参
加
可
）　

参
加
費
＝
２
回
で

１
０
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

居

蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ
・
吉

田・
緯
090・９
８
１
２・６
６
２
０巨

︹
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
︺

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
10
時　

南
公
民
館居

井
上
・
緯

442
・
０
２
５
９巨

▼
中
央
ニ
ン
ハ
オ
校
（
中
国
語
学

習
）　
月
４
回　
土
曜
日　
午
前
10

時　

中
央
公
民
館　

月
２
０
０
０

円居

小
出
・
緯
445
・
８
６
０
０巨

▼
南
町
ニ
ン
ハ
オ
校
（
初
歩
的
な

中
国
語
会
話
の
学
習
）　

月
４
回

月
曜
日　

午
後
１
時
45
分　

南
公

民
館　

月
２
０
０
０
円居

木
村
・

緯
443
・
６
１
３
７巨

▼
ロ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
（
フ
ラ
ン
ス

刺
し
ゅ
う
・
手
芸
一
般
）　

第
１
・

３
金
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
公

民
館　

月
１
５
０
０
円居

古
田
・

緯
445
・
２
１
８
０巨

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

︹
ご
相
談
く
だ
さ
い
︺

▼
蕨
断
酒
新
生
会（
酒
害
相
談
）　

１
日
＝
中
央
公
民
館　

16
日
＝
南

公
民
館　

24
日
＝
旭
町
公
民
館　

い
ず
れ
も
午
後
６
時
半居

岡
田
・

緯
441
・
３
１
７
２巨

情
報
ダ
イ
ヤ
ル
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市
制
施
行
20
周
年
を
記
念

し
て
レ
コ
ー
ド
制
作
さ
れ
た

わ
ら
び
音
頭
。
以
来
、
町
会

の
お
祭
り
や
学
校
行
事
な
ど

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
蕨
の
文
化
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
わ
ら
び
音
頭
を
、

「
よ
り
使
い
や
す
く
、後
世
に
」

と
、
こ
の
度
、
Ｃ
Ｄ
化
し
販

売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

販
売
＝
今
月
１
日
か
ら
市
役

所
３
階
政
策
企
画
室　

価
格

＝
５
０
０
円　

問
い
合
わ
せ

＝
同
室
（
緯
433
・
７
６
９
８
）

→で次の年齢の人　子宮頸がん＝20・25・30・35・40歳　乳がん＝40・45・50・55・60歳　対象者には通知します　詳細＝保健センター（緯431・5590）■子宮頸がん・乳がん検診／10月に「がん検診無料クーポン券」と「検診手帳」を配布　対象＝６月30日時点で蕨市に住民登録をしている女性→

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時

半
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一

で
放
送
し
て
い
る
「
今
夜
も

大
入
り　
渋
谷　
極
楽
亭
」
の

公
開
録
音
を
蕨
で
開
催
。
観

覧
希
望
者
は
、
次
の
要
領
で

お
申
し
込
み
を（
入
場
無
料
）。

と
き
＝
10
月
７
日（
水
）　

午

後
６
時
半
開
演　
と
こ
ろ
＝
市

赤ちゃん

メモ
（問）保健センター
　　　（緯 431・5590）

捌
プ
レ
マ
マ
講
座
～
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
10
月
29
日（
木
）　

午
後
１

時
半　
産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
妊
娠
・

出
産
の
お
話
、
先
輩
マ
マ
と
の
交
流

会　

※
申
し
込
み
は
お
電
話
で
。

捌
離
乳
食
講
習
会

捌
新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導

　

対
象
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
か

ら
４
か
月
児
健
診
の
前
月
ま
で
（
第

２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
も
可
）

赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
出
生
連
絡

票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。
※
出
生
届
提
出
後
、

地
区
の
訪
問
指
導
員
が
訪
問
日
程
の

調
整
な
ど
の
連
絡
を
し
ま
す
。

捌
両
親
学
級

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
。ぜ
ひ
、お
父

さ
ん
も
ご
参
加
を
。
費
用
＝
４
０
０

円　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具　

※
申
し
込
み
は
お
電
話
で
。

捌
乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票　

※
対
象
月
に
受
け
ら
れ
な
い
と

き
は
翌
月
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

捌
予
防
接
種
～
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
前
に
『
予
防
接
種
と
子
ど
も

の
健
康
』を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
平
成
20
年
７
月
～
21
年
６
月

生
ま
れ
（
２
回
の
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
子
） 

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
も

90
か
月
未
満
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

内　容
保
健
師
、
助
産
師
に
よ
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測

・
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
出
入
り
口
は
、
①
花
壇
の
後
ろ
と
②
階
段
わ
き
で
す

ワ
ラ
ビ　

や
っ
ぱ
り
駅
に
は

人
が
多
い
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
う
ね
。
蕨
駅

は
１
日
に
11
万
８
０
０
０
人

く
ら
い
利
用
す
る
そ
う
よ
。

ワ
ラ
ビ　

電
車
を
使
う
人
以

外
に
も
、
東
口
と
西
口
を
行

き
来
す
る
人
が
い
る
か
ら
ね
。

内
田　

や
あ
、
ワ
ラ
ビ
君
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。
も

う
す
ぐ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

来
る
か
ら
、
荷
物
を
持
っ
て

あ
げ
よ
う
と
思
う
ん
だ
。

内
田　

感
心
だ
ね
。
駅
に
は

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
る
け

れ
ど
、上
り
だ
け
だ
か
ら
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
う
い
え
ば
、

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
付
く

っ
て
聞
い
た
の
で
す
が
…
。

今
月
開
始
の
工
事
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

車
い
す
な
ど
も
安
心
の
貫
通
型
11
人
乗
り

内
田　

は
い
。
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
、昨
年
度
に
設
計
が

終
わ
り
、今
年
度
は
県
補
助
と

Ｊ
Ｒ
の
負
担（
３
分
の
１
）を

合
わ
せ
、
約
７
０
０
０
万
円

で
西
口
に
設
置
し
ま
す
。
工

事
は
今
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、

来
年
３
月
に
完
成
予
定
で
す
。

お
母
さ
ん　

い
よ
い
よ
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
ど
こ
に
で
き
る
ん
で

す
か
。

内
田　

外
が
彫
刻
の
あ
る
花

壇
の
辺
り
で
、
駅
の
中
が
階

段
を
上
が
っ
た
右
側
の
と
こ

ろ
に
出
来
ま
す
。工
事
中
は
、

通
り
が
狭
く
な
っ
た
り
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
に
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
付
く
の
。

内
田　

大
き
さ
は
、
幅
１
㍍

40
㌢
㍍
、
奥
行
き
１
㍍
35
㌢

㍍
、
高
さ
２
㍍
40
㌢
㍍
で
11

人
乗
り
。
特
徴
は
、
貫
通
型

と
い
っ
て
、
乗
っ
た
方
向
の

ま
ま
で
降
り
ら
れ
る
タ
イ
プ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
付
く
予

定
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
な
ら
、
車

い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
使
う

か
た
も
安
心
で
す
ね
。

内
田　

は
い
。
平
成
12
年
の

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、

駅
な
ど
の
新
設
や
大
改
修
時

に
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
市

で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
よ

親と子の
ニュースの
小窓

　だれもが健康に暮らせるまちづく
りを進める「あったか市政」では、蕨駅
のエレベーター設置に向け、昨年度
の設計に続き、今年度は設置工事を
実施します｡今月は､９月下旬に始ま
る駅西口設置工事について、道路公
園課の内

うち
田
だ
幸
こう
之
の
介
すけ
技師に伺いました。

いよいよ始まる
エレベーター設置工事
今年度は駅西口に

９
月
下
旬
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
が
始
ま
る
蕨
駅
西
口

り
自
由
に
外
出
で
き
、
社
会

参
加
で
き
る
環
境
を
整
備
し

よ
う
と
、
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

東
口
は
？

内
田　

東
口
は
来
年
度
に
設

置
す
る
予
定
だ
よ
。
ま
た
、

現
在
、
市
が
費
用
の
一
部
を

補
助
し
、
Ｊ
Ｒ
は
ホ
ー
ム
内

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
工
事
を
進
め
て
い
る
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

ホ
ー
ム
か
ら
東

西
口
の
駅
広
場
ま
で
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
進
み
、
み
ん
な

が
利
用
し
や
す
い
駅
に
な
り

ま
す
ね
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん　

ワ
ラ
ビ
。

ワ
ラ
ビ　

あ
っ
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
。
今
度
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
付
く
ん
だ
よ
。
そ
し

た
ら
僕
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

お
土
産
持
っ
て
あ
げ
る
ね
。

お
母
さ
ん　

荷
物
よ
り
お
土

産
な
の
ね
…
。
健
康
の
た
め

に
も
、
な
る
べ
く
階
段
よ
。

ワ
ラ
ビ　

は
い
っ
！

とき 対象地域
10月6日（火）北町･中央5～7丁目

　　7日（水）塚越

　　8日（木）錦町・中央3・4丁目

　　9日（金）南町・中央1・2丁目

予備日
11月6日（金）全域

ところ＝保健センター
受付時間＝午後1時20分～2時半
持ち物＝予診票・母子健康手帳
※体温は当日、会場で計ります

回
とき

内　容
９月 10月

１ ７日
（月）

５日
（月）

妊婦歯科健
診・保健

２ 14日
（月）

13日
（火）

食生活・赤ち
ゃんの育て方

３ 26日
（土）

24日
（土）

お産の経過・
沐浴実習

時間はいずれも
午後１時半～４時

と　き 対　象 内　容
９月
４日（金）または
９日（水）

平成21年５月
生まれの第１
子の保護者 離 乳 食 の 上 手

な 進 め 方 と 作
り方、試食10月

２日（金）または
27日（火）

平成21年６月
生まれの第１
子の保護者

時間＝午前９時45分～11時45分　ところ＝保健セ
ンター　託児＝先着10人　持ち物＝母子健康手
帳、筆記用具、託児を希望される人はバスタオル、
ビニール袋（おむつ持ち帰り用）、ほか必要な物

と　き 対象児 受付時間・ところ
４か月児
健 診

16日（水）
17日（木）

平成21年　
４月生まれ

午後１時～　
　　１時45分
保健センター

１歳６か
月児健診

８日（火）
９日（水）

平成20年　
２月生まれ

３ 歳 児
健 診

11日（金）
18日（金）

平成18年　
８月生まれ

４歳６か
月児健診 15日（火）平成17年　

２月生まれ
午後１時15分
　　　～２時
保健センター

１ 歳 児
相 談

16日（水）
17日（木）

平成20年　
８月生まれ

午前10時～　
　　　10時半
保健センター

ま
だ
ま
だ
募
集
中
！

「
極
楽
亭
」
観
覧
希
望

わ
ら
び
音
頭
の
Ｃ
Ｄ

今
月
１
日
か
ら
販
売

民
会
館　

出
演
／
落
語
家
＝

柳
家
喬
太
郎
、
林
家
木
久
蔵

司
会
＝
森
口
博
子
、
三
橋
大

樹
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

申
し
込
み
＝
往
復
は
が
き
の

「
往
信
裏
面
」に
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、「
返

信
表
面
」に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
を
書
き
、10
日（
郵
送
必

着
）ま
で
に
市
民
会
館「
極
楽

亭
」
係
（
中
央
４
︱

21
︱

29
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
上
、入
場
整
理
券（
１
枚
で

２
人
ま
で
入
場
可
）を
送
付
。

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か

ら
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

転
売
を
目
的
と
し
た
申
し
込

み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

放
送
日
＝
11
月
14
日（
土
）　

午
後
７
時
半
か
ら
全
国
放
送

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
会
館

（
緯
445
・
７
６
６
０
）

50周年記念事業

森口博子林家木久蔵 柳家喬太郎

1 2

　「夫はパキスタン、私はブラジル出身と、
我が家は国際色豊かです。２台あるテレビか
らは、１台はパキスタンのニュース番組が、
もう１台からはブラジルの幼児向け番組がい
つも流れています。この番組の歌のお姉さん
が、章聡は大好きで保育園から帰ると『見せ
て～』とばかりに、身ぶり手ぶりでせがみます。
　一方、真李は日本のアニメに夢中。お気に
入りのヒロインになりきって遊んでいます。
そんな真李は最近、おしゃれに目覚め、髪型や
服装など朝の支度には手を焼くように。と同
時に、お姉ちゃんの自覚も出始め、６歳の長
女、愛

あき

菜
な

といっしょに家事の手伝いや章聡の
面倒を見てくれるので、頼もしくも感じます。
今後の成長が楽しみです」と、母親の沙織さん。

アイシャ真
ま

李
り
ちゃん

（３歳９か月）

　ハサン章
あき

聡
と
ちゃん

（１歳７か月）

バット　アベードラさん　
田
た

中
なか

　バット　　　　沙
さ

織
おり

さんの
二女・長男　

　　塚越２丁目

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－451－
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

「
い
や
～
、
へ
た
な
ん
で
す

よ
～
」
と
恥
ず
か
し
そ
う
に

話
す
江
川
好
雄
さ
ん
（
南
町

１
丁
目
在
住
）。ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
も
出
し
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
そ
の
ス
イ
ン
グ
は
、と

て
も
82
歳
に
思
え
な
い
み
ご

と
な
も
の
。
そ
れ
は
月
に
２

回
、
仲
間
と
近
所
の
ゴ
ル
フ

練
習
場
へ
12
年
間
通
い
続
け

て
い
る
た
ま
も
の
で
す
。

　

も
と
も
と
は
、
70
歳
ま
で

映
画
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

日
本
各
地
や
海
外
を
飛
び
回

り
、
家
に
い
る
の
が
１
年
間

で
約
２
か
月
と
い
う
仕
事
人

間
。フ
リ
ー
の
ほ
か
、東
映
や

学
研
な
ど
に
所
属
し
て
撮
影

し
た
教
育
映
画
は
、
歴
史
や

生
物
、
地
理
な
ど
１
０
０
本

以
上
。そ
の
数
々
の
作
品
は
、

教
育
分
野
で
顕
著
な
活
躍
や

成
果
を
挙
げ
た
人
に
贈
ら
れ

る
文
部
大
臣
賞
（
当
時
）
を

何
度
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
は
、家
で
ご
ろ
ご
ろ

過
ご
す
日
々
。そ
ん
な
と
き
、

健
康
を
気
遣
っ
た
家
族
か
ら

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、第
二
の
人
生
が
始
ま

り
ま
す
。そ
の
後
も
家
族
に
勧

め
ら
れ
、南
公
民
館
の
ゴ
ル
フ

講
座
に
参
加
。気
の
合
う
仲
間

と
出
会
い
、講
座
終
了
後
に
は

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
「
フ
レ
ン

ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
。

現
在
は
、会
長
と
し
て
大
正
生

ま
れ
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で

の
24
人
を
ま
と
め
、み
ん
な
の

信
頼
に
応
え
て
い
ま
す
。「
会

長
は
頼
り
に
な
る
お
父
さ
ん
。

安
心
感
が
あ
る
ん
で
す
」
と

同
ク
ラ
ブ
の
鴻こ

う
の
い
け池
さ
ん
。
ス

コ
ア
を
競
わ
ず
、仲
間
と
わ
い

わ
い
楽
し
む
江
川
さ
ん
流
ゴ

ル
フ
が
浸
透
し
て
い
ま
す
…
。

　

人
に
喜
ん
で
も
ら
う
仕
事

を
経
て
、
今
、
江
川
さ
ん
は

温
か
な
家
族
や
仲
間
と
、
人

生
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
誇

ら
か
に
打
ち
続
け
て
い
ま
す
。

輝いていま  ひと
フレンドゴルフクラブ会長　

広
報
蕨　

六
九
五
号　

平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

291

ゴ
ル
フ
で
深
め
る
人
と
の
き
ず
な

江
え

川
がわ

 好
よし

雄
お

  さん

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
こ
に
は
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ

る
富
士
見
第
２
公
園

や
錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広

場
、
郷
南
公
園
な
ど

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
施

設
利
用
者
が
安
心
し

て
歩
け
る
よ
う
に
、

幅
約
３
㍍
の
歩
道
も

両
側
に
整
備
し
ま
す
。

　

工
事
が
終
わ
る
９

月
下
旬
ま
で
の
間
、

車
の
片
側
通
行
や
歩

行
者
に
迂
回
を
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
㍍
に
わ
た
っ
て
工
事
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
比

較
的
低
地
で
あ
る
た
め
、
道

路
を
約
30
～
50
㌢
㍍
高
く
し

　

西
ル
ー
ト
25
番
の

停
留
所
「
富
士
見
公

園
」で
下
車
す
る
と
、

緑
に
覆
わ
れ
た
野
球

場
が
目
の
前
に
広
が

り
ま
す
。
市
内
で
２

番
目
の
大
き
さ
の
富

士
見
公
園
に
は
、
ナ

イ
タ
ー
設
備
の
あ
る

野
球
場
が
あ
り
、
こ

こ
は
昨
年
１
万
６
２

２
２
人
が
利
用
し
た

人
気
の
施
設
で
す
。

　

現
在
、
そ
の
野
球

場
の
北
側
道
路
で
長

さ
約
１
１
０
㍍
、
幅

ぷらっと・わらび・小さな旅
「
富
士
見
公
園
」

イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
」

と
声
を
か
け
る
と
、

「
ナ

ヒ
キ
ガ
エ
ル

　
８
月
下
旬
、セ
ミ
の
羽
化
を

見
よ
う
と
城
址し

公
園
へ
。懐
中

電
灯
を
照
ら
し
な
が
ら
歩
い

て
い
る
と
、足
元
に
体
長
14
㌢

ほ
ど
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
い
ま

し
た
。全
身
に
イ
ボ
が
あ
る
の

で
イ
ボ
ガ
エ
ル
と
も
呼
ば
れ
、

夜
行
性
で
動
作
が
鈍
く
、多
く

の
カ
エ
ル
の
よ
う
に
跳
ね
ま

せ
ん
。舌
だ
け
を
伸
ば
し
て
昆

虫
な
ど
を
食
べ
ま
す
。試
し
に

カ
メ
ラ
を
向
け
て
も
逃
げ
ず

に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
度
、

体
の
向
き
を
変
え
る
様
子
は
、

ま
る
で
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
で
も
、
し

ま
い
に
は
撮
影
に
嫌
気
が
差

し
、
茂
み
の
中
へ
と
、
の
そ

の
そ
と
消
え
て
い
き
ま
し
た
。


